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・台風10号　お見舞い （１面）
・保険で良い歯科医療を求める
請願　全ての議会で採択 （２面）
・ホスピタリティ発想と、
スタッフの成長支援 （３面）
・社保だより （４面）

　
「
や
り
た
い
こ
と
は
今
や
ろ

う
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
、
マ
ラ

ソ
ン
に
挑
戦
し
、
ハ
ー
レ
ー
に

も
乗
り
た
い
」
な
ど
と
、
３
年

前
の
こ
の
「
鍼
の
ひ
び
き
」
で

書
い
た
。

　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
、
去
年

は
２
回
、
今
年
は
１
回
。
そ
れ

な
り
の
達
成
感
は
あ
る
が
、
今

年
は
ち
ょ
っ
と
辛
か
っ
た
。
も

う
55
歳
に
な
り
、
限
界
か
な
と

思
い
始
め
て
い
る
。

　
ハ
ー
レ
ー
も
乗
っ
て
み
た
。

あ
の
ド
ッ
ド
ッ
と
低
音
で
拍

動
す
る
エ
ン
ジ
ン
音
が
魅
力

だ
。
ハ
ー
レ
ー
を
買
う
た
め
に

は
、
ま
ず
、
バ
イ
ク
の
大
型
免

許
が
必
要
で
あ
る
。
さ
っ
そ

く
、
自
動
車
学
校
に
行
っ
て
、

バ
イ
ク
の
講
習
と
実
技
を
受
け

た
。
無
事
、
免
許
を
取
得
し

て
、
１
２
０
０
㏄
の
ハ
ー
レ
ー

を
買
っ
た
。
友
人
と
の
ツ
ー
リ

ン
グ
は
楽
し
い
。
た
だ
し
、
暖

か
い
季
節
は
、
風
が
気
持
ち
良

く
最
高
だ
が
、
春
や
秋
の
ロ
ン

グ
ラ
イ
ド
は
、
寒
さ
に
注
意
し

な
い
と
、
手
が
凍
え
る
こ
と
も

知
っ
た
。

　
最
近
は
、
患
者
さ
ん
に
誘
わ

れ
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を
始

め
た
。
携
帯
電
話
時
代
に
、「
無

線
」
と
は
、
時
代
逆
行
の
よ
う

な
気
も
す
る
が
、無
線
上
、色
々

な
人
と
の
出
会
い
、
そ
し
て
会

話
が
で
き
て
、
刺
激
に
な
っ
て

面
白
い
。
そ
れ
に
震
災
な
ど
に

役
立
つ
だ
ろ
う
と
い
う
考
え
も

あ
る
。

　
人
間
、
い
つ
癌
な
ど
の
病
で

倒
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
好
き

な
こ
と
を
先
延
ば
し
せ
ず
、
今

日
一
日
を
大
切
に
生
き
よ
う
と

思
っ
て
い
る
。　

（
菊
池
）

は
り

　
８
月
30
日
に
岩
手
に
上
陸
し
た
台
風

10
号
に
よ
り
、
宮
古
市
や
久
慈
市
な
ど

の
医
療
機
関
で
床
上
浸
水
な
ど
の
被
害

が
あ
り
ま
し
た
。

久
慈
の
医
院
で
は
浸
水
の
た
め
超
音

波
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
の
機
器
類
が
破

損
、
待
合
室
の
床
の
張
り
替
え
な
ど
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
急
に
水
か

さ
が
増
し
、
職
員
が
水
に
浸
か
り
な
が

久慈市の竹下産婦人科（９月２日）
　水没したカルテを手作業できれいにする様子
　（ナイロンをかけたり、一番人手がかかった。）

ら
、
電
子
カ
ル
テ
を
２
階
に

急
い
で
運
ん
だ
た
め
、
レ
セ

コ
ン
だ
け
は
無
事
だ
っ
た
と

言
い
ま
す
。
１
週
間
ほ
ど
で

診
療
を
再
開
で
き
ま
し
た
が
、

被
害
総
額
は
４
０
０
０
万
円

く
ら
い
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
別
の
医
院
で
も
機
器
類
が

水
没
、
９
月
21
日
現
在
、
修

理
に
出
し
て
は
い
る
が
、
直

る
か
ま
だ
連
絡
が
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
歯
科
の
先
生
は
、
診
療
所

は
２
階
に
あ
っ
て
無
事
で
し

た
が
、
１
階
に
あ
っ
た
機
械

類
が
浸
水
。
直
し
て
も
ら
い

な
が
ら
、
だ
ま
し
だ
ま
し
診

療
し
て
お
り
、
新
し
い
機
器

は
１
ヵ
月
待
ち
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
隣
の
自
宅
は
全
半
壊

と
指
定
さ
れ
、
現
在
は
診
療

所
の
技
工
室
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
台
風
で
被
害
を
受

け
た
民
間
医
療
機
関
（
政
策

医
療
対
象
の
医
療
機
関
）
は
、

　
９
月
４
日
㈰
、
盛
岡
の
プ

ラ
ザ
お
で
っ
て
で
映
画
「
い

し
ゃ
先
生
」
の
無
料
上
映
会

を
行
い
、
午
前
の
部
１
８
０

名
、
午
後
の
部
１
６
０
名
、

計
３
４
０
名
の
方
が
鑑
賞
し

ま
し
た
。

　
こ
の
映
画
は
山
形
県
大
井

沢
村
（
現
西
川
町
大
井
沢
）

に
実
在
し
た
女
医
・
志
田
周

子
の
生
涯
を
映
画
化
し
た
も

の
で
、
無
医
村
だ
っ
た
故
郷

で
た
だ
一
人
の
医
者
と
し
て

村
人
の
命
を
守
り
、
暮
ら
し

を
支
え
続
け
た
「
い
し
ゃ
先

生
」
の
実
話
を
も
と
に
し
た

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
作
品

で
す
。

　
参
加
し
た
方
か
ら
は
「
い

ろ
ん
な
意
味
で
人
間
生
活
の

原
点
を
感
じ
、
現
代
生
活
の

豊
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
営

利
で
は
な
い
本
物
の
映
画
を

観
た
思
い
で
す
」「
地
域
医
療

の
あ
り
方
と
い
う
よ
り
、
医

師
の
慈
愛
精
神
に
の
み
支
え

ら
れ
て
い
た
時
代
の
現
実
を

見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ど
の

地
域
に
も
い
た
、
こ
の
よ
う

な
医
師
の
お
蔭
で
命
を
つ
な

い
だ
人
た
ち
が
お
ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
」「
感
動
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い

う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

満席になったおでってホール

映
画

上
映
会
に
３
４
０
名

感動をありがとう

宮古市（泥をよける女性）

１
千
３
０
０
万
円

程
度
を
上
限
（
９

月
23
日
現
在
）
に

国
か
ら
の
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
施
設
全

体
で
80
万
円
以
上

の
修
理
費
、
医
療

機
器
50
万
円
以
上

（
医
科
）、
10
万
円

以
上
（
歯
科
）
の

場
合
、
上
限
額

　
こ
の
度
の
台
風
10
号
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
一
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

台
風

 

号
に
よ
る
豪
雨
災
害
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

10

渥 美　健 三　先生（顧問）

　1980年から1982年まで副会長、
その後、顧問として長年に渡り協会
活動にご尽力いただきました渥美
健三先生が、9月19日にご逝去され
ました（享年90歳）。ご生前のご功績
を偲び、謹んで哀悼の意を表します。

訃
報

の
２
分
の
１
が
補
助
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
県

の
医
療
政
策
室
（
０
１
９
―

６
２
９
―
５
４
８
７
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
の
台
風
に
よ
り
医
院

が
床
上
浸
水
、
床
下
浸
水
し

た
会
員
に
は
、
協
会
の
規
定

に
よ
り
見
舞
金
を
お
届
け
し

ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

先
生
で
受
け
取
っ
て
お
ら
れ

な
い
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
恐
れ
入
り
ま
す

が
事
務
局
（
０
１
９
―
６
５
１

―
７
３
７
４
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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東
北
ブ
ロ
ッ
ク
（
東
北
の
各
保
険
医
協
会
）
は
９

月
９
日
㈮
、
仙
台
市
の
東
北
厚
生
局
に
対
し
て
指
導

行
政
の
改
善
を
求
め
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
15
名
、
東
北
厚
生
局
は
６
名
出
席
し

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
当
協
会
の
南
部
淑
文
会
長
が
、
こ
の

よ
う
な
要
請
・
懇
談
は
医
療
保
険
制
度
を
円
滑
に
進

め
る
上
で
お
互
い
に
必
要
で
あ
り
、
そ
の
機
会
を
設

け
て
頂
き
感
謝
し
ま
す
、
と
代
表
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
北
厚
生
局
よ
り
要
請
事
項
へ

の
回
答
が
あ
り
、
そ
の
回
答
に
対
す
る
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
要
請
は
、
全
国
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
や
保
団

連
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
指
導
に
関
す

る
情
報
開
示
は
、昨
年
よ
り
不
開
示
部
分
（
黒
塗
り
）

東北厚生局の佐藤管理課長（右）に要請を行う南部会長
（右から２人目）

が
減
少
し
、
ま
た
岩
手
県
保

険
医
新
聞
６
月
５
日
号
で
紹

介
し
た
よ
う
に
、
今
年
度
よ

り
指
導
の
通
知
が
３
週
間
前

か
ら
１
ヵ
月
前
へ
、
対
象
患

者
の
４
日
前
の
指
定
が
１
週

間
前
へ
な
る
な
ど
、
少
し
ず

つ
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
懇
談
の
要
請
項
目

と
回
答
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、
後
日
、
本
紙
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
。

　
佐
藤　
洋
子　
管
理
課
長

　
坂
本　
雅
彦　
医
療
課
長

　
畠　
　
敏
郎　
調
査
課
長

　
古
川　
宏
幸　
課
長
補
佐

　
野
地　
宏
三　

医
療
指
導
監
視
監
査
官

　
佐
藤　
幸
樹　

医
療
指
導
監
視
監
査
官

　

指
導
の
改
善
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
北
厚
生
局
へ
要
請

　
当
協
会
社
会
保
険
部
は
７

月
29
日
㈮
、
30
日
㈯
の
両
日
、

医
科
在
宅
医
療
点
数
の
請
求

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

29
日
の
宮
古
会
場
は
５
医
療

機
関
か
ら
11
名
、
30
日
の
盛

岡
会
場
は
16
医
療
機
関
か
ら

42
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
師
は
、
元
東
京
保
険
医
協

会
事
務
局
次
長
の
栗
林
令
子

氏
が
行
い
ま
し
た
。

　
在
宅
医
療
の
点
数
は
、
以

前
か
ら
複
雑
で
あ
っ
た
仕
組

み
が
、
今
回
の
診
療
報
酬
改

定
で
、
よ
り
い
っ
そ
う
複
雑

化
し
ま
し
た
。

　
栗
林
氏
は
、
在
宅
医
療
点

数
の
仕
組
み
、
今
回
の
改
定

点
、
カ
ル
テ
記
載
の
必
要
事

項
、
患
者
へ
の
交
付
が
必
要

な
文
書
、
訪
問
診
療
料
の
算

定
要
件
、「
同
一
建
物
居
住
者・

複
雑
な
点
数
を
分
か
り
や
す
く
解
説

講習会のようす

交流会のようす

単
一
建
物
居
住
者
」
の
考
え

方
、
在
宅
療
養
指
導
管
理
料
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

算
定
、
施
設
入
所
者
へ
の
算

定
、
具
体
的
な
請
求
事
例
な

ど
に
つ
い
て
資
料
を
も
と
に

解
説
し
ま
し
た
。

　
盛
岡
会
場
で
は
講
演
後
に

交
流
会
を
実
施
し
14
名
が
参

加
。
個
別
の
請
求
に
つ
い
て

講
師
に
質
問
し
た
り
、
請
求

方
法
に
つ
い
て
医
院
間
で
の

情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
点
数
改
正

に
伴
う
お
話
は
大
変
参
考
に

な
り
、
資
料
も
た
く
さ
ん
用

意
し
て
い
た
だ
き
大
変
助
か

り
ま
す
」「
今
度
在
宅
の
事
務

を
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
、

先
生
の
説
明
が
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
」
な
ど
の
感

想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
協
会
が
県
内
の
市
町
村

議
会
に
対
し
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
「
保
険
で
良
い
歯

科
医
療
の
実
現
を
求
め
る
」

請
願
が
、
本
年
６
月
の
釜
石

市
議
会
で
採
択
さ
れ
た
こ
と

で
、
県
議
会
含
め
全
て
の
議

会
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
大
分
県
、
鳥
取
県
に

続
き
全
国
で
３
番
目
の
快
挙

で
す
。

　
請
願
の
内
容
は
、
主
に
①

歯
科
医
療
に
お
け
る
保
険
適

用
の
拡
大　
②
患
者
負
担
の

軽
減　
③
歯
科
診
療
報
酬
の

引
き
上
げ
で
す
。
こ
れ
ら
の

内
容
は
、「
意
見
書
」
と
し
て

議
会
か
ら
厚
労
省
、
財
務
省

な
ど
関
係
省
庁
に
伝
達
さ
れ
、

国
の
歯
科
医
療
政
策
の
参
考

に
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
保
団

連
が
全
国
の
保
険
医
協
会

に
呼
び
か
け
、
当
協
会
は

２
０
０
９
年
よ
り
開
始
し
ま

し
た
。
請
願
の
提
出
に
は
各

議
会
に
お
い
て
「
紹
介
議
員
」

が
一
人
以
上
必
要
で
、
会
員

の
先
生
方
に
は
、
地
元
議
員

さ
ん
を
紹
介
し
て
頂
く
な
ど
、

多
く
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
。
中
に
は
、「
参
考
人
」
と

し
て
議
会
で
議
員
に
請
願
書

の
趣
旨
説
明
を
し
て
頂
い
た

先
生
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

協
会
と
会
員
が
一
体
と

な
っ
た
、
価
値
あ
る
貴
重
な

取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。請

願
採
択
状
況
一
覧

２
０
０
９
年
９
月
議
会

県
議
会
、
盛
岡
、
花
巻
、

北
上
、
二
戸
、
宮
古
、
遠

野
各
市
議
会
、
紫
波
、
一

戸
各
町
議
会　
　
９
議
会

２
０
０
９
年
12
月
議
会

一
関
市
議
会
、
滝
沢
村
議

会
（
当
時
）　　
２
議
会

２
０
１
０
年
３
月
議
会

陸
前
高
田
市
議
会
、
平
泉
、

矢
巾
各
町
議
会　
　

３
議

会
２
０
１
０
年
９
月
議
会

久
慈
、
奥
州
各
市
議
会
、

西
和
賀
、
洋
野
、
岩
手
町

各
町
議
会　
５
議
会

２
０
１
０
年
12
月
議
会

大
槌
、
岩
泉
、
山
田
、
雫

石
各
町
議
会
、
普
代
、
田

野
畑
各
村
議
会　
６
議
会

２
０
１
１
年
３
月
議
会

九
戸
村
議
会
、
葛
巻
、
軽

米
各
町
議
会　
３
議
会

２
０
１
１
年
９
月
議
会

野
田
村
議
会
、
八
幡
平
、

大
船
渡
各
市
議
会　
３
議

会
２
０
１
１
年
12
月
議
会

住
田
、
金
ケ
崎
各
町
議
会

　
２
議
会

２
０
１
６
年
６
月
議
会

　
釜
石
市
議
会　
１
議
会

全
て
の
議
会
で
採
択
！

保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る
請
願

　7月に開業医会員を対象に行った経営・税務に関するアンケート
で、現在の経営状況や昨年から実施の個人番号制度（マイナンバー）、
税務調査の問題点などを伺いました。
　その中で、今後、マイナンバーカードに健康保険証機能を持た
せることについて、賛成が医科 13％、歯科 12％、反対が医科
40％、歯科 53％、どちらともいえないが医科 47％、歯科 31％で
した。
　マイナンバーそのものについて、不要と答えたのは医科 33％、
歯科 35％で、その理由は「すべてマイナンバーにて管理されるの
ではないかという不安がある」「リスクが高い。責任の所在がはっ
きりしない。公的機関から漏れる可能性あり。プライバシー権の侵
害」などの意見がありました。

賛成 13％

反対 
40％

どちらとも
いえない
 47％

反対 
53％

どちらとも
いえない
 31％

賛成 12％ＮＡ 4％

医 科 歯 科

今後、マイナンバーカードに
健康保険証の機能を持たせることについて

医
科 

在
宅
医
療
点
数
請
求 

講
習
会
開
催

（回収率 12.1%）

マイナンバーカードに健康保険証機能

約半数が反対



(3)    2016年10月５日 「第三種郵便物認可」 岩 手 県 保 険 医 新 聞 第 481 号

　
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
で
、セ

レ
ブ
生
活
を
左
団
扇
で
謳
歌

し
て
い
る
か
の
如
く
に
描
か

れ
る
こ
と
の
多
い
「
開
業
医

の
妻
」。
私
の
実
家
は
、ド
ア

一
枚
で
自
宅
と
隔
て
ら
れ
た

十
六
床
の
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
し
た
か
ら
よ
〜
く
分
か
り

ま
す
が
、一
般
的
な
ロ
ー
カ
ル

開
業
医
の
妻
の
実
態
な
ん
て
、

全
然
あ
ん
な
も
の
と
は
違
い

ま
す
よ
ね
。
相
撲
部
屋
の
お

か
み
さ
ん
だ
っ
た
ら
「
大
変

な
お
仕
事
で
す
ね
〜
」
な
ど

と
言
わ
れ
る
の
に
、同
じ
く
ら

い
大
変
な
開
業
医
の
妻
は「
左

団
扇
」
で
す
っ
て
…
。
テ
レ

ビ
は
虚
構
の
世
界
で
あ
る
と

は
い
え
、イ
メ
ー
ジ
操
作
も
大

概
に
し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

夫
が
院
長
、妻
が
事
務
担

当
。
そ
ん
な
典
型
的
〝
パ
パ

マ
マ
経
営
ク
リ
ニ
ッ
ク
〞
に

お
い
て
は
、二
人
三
脚
で
走
る

奥
様
の
役
割
は
、本
当
に
大

変
。
院
長
と
ス
タ
ッ
フ
の
間

を
右
往
左
往
し
て
取
り
持
ち

な
が
ら
、会
計
事
務
所
に
指
導

を
仰
い
で
経
理
と
財
務
に
四

苦
八
苦
し
、給
与
や
福
利
厚
生

を
含
め
た
労
務
管
理
に
日
々

追
わ
れ
、さ
り
と
て
家
事
や
育

児
を
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
も
で

き
ず
、そ
の
う
え
入
院
設
備

が
あ
っ
た
り
し
た
ら
家
族
の

食
事
に
加
え
て
三
度
三
度
の

給
食
も
陣
頭
指
揮
を
と
り
…
。

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
描
か
れ
る

よ
う
な
「
玉
の
輿
ラ
イ
フ
」

な
ん
て
、一
体
全
体
ど
こ
の
話

や
ら
…
。

　
と
こ
ろ
で
、そ
の
「
奥
様
」

が
、貴
院
で
は
、ス
タ
ッ
フ
か

ら
ど
ん
な
ふ
う
に
呼
ば
れ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
ま

ま
「
奥
様
」
だ
っ
た
り
、少
し

く
だ
け
て
「
奥
さ
ん
」
だ
っ

た
り
？

　
で
も
、こ
れ
っ
て
、正
式
な

職
名
で
は
な
い
は
ず
。
相
撲

部
屋
な
ら
ば
「
お
か
み
さ
ん
」

で
通
り
ま
す
し
、旅
館
で
も

「
女
将
＝
お
か
み
」
は
歴
と

し
た
職
名
で
あ
り
肩
書
で
す
。

で
も
、ク
リ
ニ
ッ
ク
で
「
奥
さ

ん
」と
呼
ぶ
の
で
は
、単
に「
院

長
の
妻
」
と
言
っ
て
い
る
だ

け
。
ま
さ
し
く「
刺
身
の
つ
ま
」

み
た
い
で
、そ
の
〝
従
属
的
存

在
〞
み
た
い
な
語
感
は
、あ

ん
ま
り
素
敵
じ
ゃ
な
い
で
す

よ
ね
。
だ
っ
て
、二
人
三
脚
の

片
方
と
い
う
重
責
を
担
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ
の

プロフィール
　明治大学法学部卒業後、広
告会社のコピーライターや国
内外でのホテル実務経験を経
て、仙台ＹＭＣＡ国際ホテル
専門学校の教官となり、のち
副校長。
　2001年、仙台市にインター
サーブ・ホスピタリティ開発
事務所を設立。ホスピタリ
ティ・マーケティングや能力
開発、職場のチーム力向上な
どに関するコンサルティング
を主業務とする。
　身内には、医師や看護師を
はじめ医療関係者が 20数名。

「ホスピタリティ発想と、

　スタッフの成長支援」

第 15話

「奥様」って、それが職名？
木
き
　島

しま
　　　上

たかし

役
割
の
大
き
さ
が
ち
っ
と
も

表
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
。

さ
り
と
て
、「
正
式
な
職
名
と

な
る
と
、法
人
の
理
事
だ
よ
ね

…
」
と
い
っ
て
、「
理
事
！
」
と

呼
ぶ
の
も
、な
ん
だ
か
微
妙
…
。

　
そ
こ
で
昨
今
、院
長
先
生
の

奥
様
に
「
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と

か
「
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
な
ど

と
い
う
職
名
を
つ
け
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
家
族

経
営
で
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
開

業
す
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
も
、社
長
は
「
オ
ー

ナ
ー
」、そ
の
奥
様
は
「
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」。
こ
れ
と
同
様
で
す
。

ち
な
み
に
、ホ
テ
ル
の
総
支
配

人
は
、ゼ
ネ
ラ
ル
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
頭
文
字
を
と
っ
て

「
Ｇ
Ｍ
」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
先
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
こ
の
表
現
を
お

勧
め
し
た
と
こ
ろ
、い
く
つ

か
の
院
で
実
際
に
使
っ
て
下

さ
っ
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

が
「
Ｇ
Ｍ
、ひ
と
つ
ご
相
談
が

あ
る
ん
で
す
け
ど
…
」
な
ん

て
声
を
か
け
る
様
子
は
、な
ん

だ
か
カ
ッ
コ
イ
イ
！

　
た
だ
し
、こ
れ
は
、単
な
る

恰
好
つ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

職
名
は
、そ
の
人
の
役
割
を
明

示
す
る
も
の
。
き
ち
ん
と
し

た
職
名
が
あ
っ
て
こ
そ
、本
人

に
し
て
も
、と
も
に
働
く
職
員

に
し
て
も
、「
何
を
す
る
人
な

の
か
？
」
と
い
う
認
識
を
共

有
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で

す
。二
人
三
脚
の
パ
ー
ト
ナ
ー

を
、ど
う
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
す

る
か
…
。
そ
れ
は
、と
て
も
大

切
な
テ
ー
マ
な
の
で
す
。

　

８
月
26
日
㈮
、
28

日
㈰
の
２
日
間
、
奥

州
市
、
盛
岡
市
の
２

会
場
で
、
医
療
職
員

セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
講
師
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
、

イ
ン
タ
ー
サ
ー
ブ
・

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
開
発
事
務

所
代
表
取
締
役
の
木
島
上
氏

で
す
。

　
今
回
は
、「
イ
ン
タ
ー
ナ
ル

（
対
内
的
）・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
〜
医
療
安
全
に
も
つ

な
が
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
発

想
と
そ
の
実
践
〜
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
木
島
氏
は
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
と
は
、「
相
手
に

誠
実
な
関
心
を
持
ち
、
あ
り

の
ま
ま
に
受
け
容
れ
て
尊
重

し
、
役
立
と
う
と
す
る
姿
勢
」

の
人
間
関
係
で
悩
ん
で
い
た

が
、
明
日
か
ら
実
践
で
き
る

内
容
だ
っ
た
。
最
近
忘
れ
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
す
こ
と

が
出
来
た
な
ど
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、

根
本
的
な
性
格
に
難
の
あ

る
い
わ
ゆ
る
ト
ラ
ブ
ル
メ
ー

カ
ー
と
の
対
応
に
つ
い
て
の

話
も
聞
き
た
い
と
の
声
も
複

数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
回

は
、
こ
の
よ
う
な
ご
意
見
を

反
映
し
て
い
く
予
定
で
す
。

内
容
に
つ
い
て
気
に
な
る
方

は
、
次
回
の
ご
参
加
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
弊
紙
に
木
島

氏
の
コ
ラ
ム
を
連
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
御
覧

く
だ
さ
い
。

工
場
勤
務
。
女
学
生
は
大
変

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
校
舎
は
昭
和
20
年
７
月
に

空
襲
で
焼
失
。
８
月
15
日
の

ま
だ
暗
い
２
時
に
講
堂
に
集

ま
る
と
、
新
聞
記
者
に
な
っ

た
先
輩
か
ら
日
本
が
負
け
た

と
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
や
っ

と
勉
強
で
き
る
と
思
い
ま
し

た
が
、
学
校
が
焼
け
て
ど
う

す
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
た
そ

う
で
す
。
10
月
過
ぎ
に
陸
軍

幼
年
学
校
に
移
り
、
勉
強
で

　
大
正
15
年
、
山
形
に
生
ま

れ
た
田
島
先
生
。
中
学
卒
業

後
、
仙
台
の
第
二
高
等
学
校
、

東
北
大
に
進
み
医
師
と
な
り

ま
し
た
。

　
先
生
が
今
ま
で
で
一
番
嬉

し
か
っ
た
の
は
第
二
高
等
学

校
に
合
格
し
た
こ
と
。
合
格

発
表
の
写
真
も
し
っ
か
り
と

パ
ソ
コ
ン
に
保
存
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
入
学
し
た
の
は
昭

和
19
年
４
月
。
待
っ
て
い
た

の
は
農
村
へ
の
勤
労
動
員
で
、

と
て
も
勉
強
で
き
る
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
翌

20
年
４
月
か
ら
は
12
時
間
の

２
交
代
制
で
、
土
日
な
し
の

き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

大
学
受
験
の
冬
、

寮
が
火
事
に
な
り
、

教
科
書
な
ど
全
て
が

焼
失
。
そ
ん
な
苦
境

を
乗
り
越
え
、
無
事

医
学
部
へ
。

　
そ
の
後
、
新
日
鉄

釜
石
病
院
や
山
形
の

金
山
町
立
病
院
、
一

関
病
院
に
勤
務
さ
れ
、

昭
和
41
年
に
開
業
さ

会
員
紹
介
シ
リ
ー
ズ
⑰

ご
め
ん
く
な
ん
し
ぇ

れ
ま
し
た
。
勤
務
医
時
代
は

患
者
さ
ん
を
断
れ
ず
、
豪
雪

の
中
、
ジ
ー
プ
と
馬
ぞ
り
で

峠
を
越
え
、
さ
ら
に
10
キ
ロ

の
道
の
り
を
歩
き
往
診
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
90
歳
の
現
在
も
毎
日
20
人

ほ
ど
の
患
者
さ
ん
を
診
て
い

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
で
は
な
く
、

患
者
さ
ん
を
見
る
こ
と
、
血

圧
を
計
る
際
、
１
回
は
自
分

で
脈
を
と
る
こ
と
を
現
在
で

も
続
け
て
い
ま
す
。
医
は
仁

術
で
あ
り
算
術
で
は
な
い
、

患
者
離
れ
を
よ
く
す
る
こ
と

（
専
門
外
は
他
院
に
紹
介
す
る

こ
と
）が
大
事
と
お
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　
ま
た
戦
中
、
戦
後
の
悲
惨

な
時
代
を
生
き
、記
憶
に
残
っ

て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
い

と
、
先
生
の
奥
様
が
日
赤
の

ル
・
コ
ン
セ
ー
ル 

田
島
内
科

　
　
　
　
　
　
　    

　
　（
一
関
）

   田 島 英 一 先生
（内科・胃腸科・循環器科）
自作の電子カルテをバックに

看
護
婦
長
候
補
時
代
、
研
修

先
の
千
葉
の
病
院
で
た
く
さ

ん
の
精
神
を
病
ん
だ
兵
隊
を

見
て
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と

や
、
岩
国
の
海
軍
病
院
で
は
、

広
島
か
ら
顔
が
焼
け
た
だ
れ
、

裸
同
然
の
患
者
が
押
し
寄
せ
、

死
体
を
焼
く
煙
と
に
お
い
の

中
、
昼
夜
問
わ
ず
ウ
ジ
を
取

る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た

と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
血
を
見
る
の
が
怖
く
て
内

科
医
に
な
っ
た
と
い
う
先
生
。

趣
味
は
カ
メ
ラ
と
パ
ソ
コ
ン
、

読
書
で
す
。
見
や
す
い
自
作

の
電
子
カ
ル
テ
は
今
で
も
診

療
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
脳

梗
塞
な
ど
多
く
の
病
歴
が
あ

り
ま
す
が
、
な
る
べ
く
ぼ
け

な
い
で
診
療
が
続
け
ら
れ
た

ら
と
笑
顔
で
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
発
想
が

　
医
療
安
全
に
つ
な
が
る

ユーモアあふれるお話に会場から笑い声も（奥州会場）

で
あ
る
と
し
、
接
遇
研
修
で

は
、
対
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
視
さ
れ
が

ち
で
す
が
、
医
療
安
全
に
関

し
て
は
、
仕
事
仲
間
で
あ
る

ス
タ
ッ
フ
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
か
ら
、
事

故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
自
分

と
他
人
で
あ
る
ス
タ
ッ
フ
同

士
が
、
現
在
よ
り
も
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
た
仕
事
を
し
、

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

は
、「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
発
想
」

を
意
識
し
、
実
践
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
、

他
業
種
の
実
例
も
交
え
な
が

ら
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
同
僚
と

講師の木島上氏
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医
科在

宅
医
療

Q
１　

在
宅
時
医
学
総
合

管
理
料
の
月
２
回
以
上
訪

問
の
厚
労
大
臣
が
定
め
る

状
態
の
患
者
に
つ
い
て
、

胃
瘻
カ
テ
ー
テ
ル
使
用
の

患
者
は
該
当
す
る
か
。

A
１　

本
年
６
月
30
日
付

の
厚
労
省
事
務
連
絡
に

は
、「『
留
置
カ
テ
ー
テ
ル

を
使
用
し
て
い
る
状
態
』

に
は
、
胃
瘻
カ
テ
ー
テ
ル

を
使
用
し
て
い
る
患
者
は

含
ま
れ
な
い
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
胃
瘻
カ
テ
ー
テ

ル
使
用
の
患
者
は
該
当
し

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Q
２　

在
宅
患
者
訪
問
点

滴
注
射
管
理
指
導
料
に
つ

い
て
、
医
師
が
指
示
し
た

訪
問
点
滴
が
週
２
日
の

場
合
で
も
、
使
用
し
た
点

滴
の
薬
剤
料
は
算
定
可
能

か
。

A
２　

週
２
日
以
下
の
場

合
は
、
薬
剤
料
は
算
定
不

可
で
す
。
ま
た
、
指
導
料

も
算
定
で
き
ま
せ
ん
。
週

３
日
以
上
の
指
示
の
場
合

は
双
方
算
定
可
能
で
す
。

検
　
査

Q　

輸
血
後
の
感
染
症
検

査
、
Ｈ
Ｂ
Ｖ
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
つ
い
て
、
レ
セ

プ
ト
の
病
名
、
摘
要
欄
の

記
載
は
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
よ
い
の
か
。

A　

輸
血
後
の
感
染
症
検

査
に
つ
い
て
は
「
輸
血
療

法
の
実
施
に
関
す
る
指

針
」
が
示
さ
れ
て
お
り
、

「
輸
血
後
感
染
症
の
疑
い
」

の
病
名
、
ま
た
は
「
輸
血

後
検
査
」
の
コ
メ
ン
ト
で

認
め
る
扱
い
に
し
て
お

　
場
所
は
宮
古
駅
の
目
の
前

で
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
店
の
表
に
は
手
書
き

227味処

蛇の目本店

の
日
替
わ
り
メ
ニ
ュ
ー
が
並

べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の

「
ど
ん
こ
の
か
ら
揚
げ
刺
身
定

食
」
１
２
９
０
円
を
注
文
し

ま
し
た
。　

　
運
ば
れ
て
き
た
定
食
は
嬉

し
い
品
数
５
品
。
こ
の
日
は

と
て
も
暑
く
、
き
ゅ
う
り
の

酢
の
物
か
ら
箸
を
付
け
ま
し

た
。き
ゅ
う
り
の
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
と
し
た
食
感
と
甘
酸
っ
ぱ

い
ダ
シ
が
、
瞬
く
間
に
口
の

中
を
涼
し
く
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
刺
身
は
マ
グ
ロ
、
ホ

タ
テ
な
ど
６
種
類
と
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
富
で
し
た
。
い
よ
い

よ
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
？
ど

ん
こ
の
か
ら
揚
げ
で
す
。
箸

を
付
け
た
の
が
終
り
の
方

だ
っ
た
の
で
、
せ
っ
か
く
の

揚
げ
た
て
を
食
べ
れ
ば
良

か
っ
た
と
少
し
後
悔
。
し
か

し
衣
は
パ
リ
パ
リ
、中
は
し
っ

宮
古
市
栄
町
２
ー
８

℡
０
１
９
３
（
６
２
）
１
３
８
３

営
業
時
間
10
：
00
〜
21
：
00

定
休
日

　
水
曜
不
定
期

り
、
必
ず
し
も
各
々
の
疑

い
病
名
を
記
載
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場

合
、
輸
血
実
施
年
月
日
も

記
載
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。（
国
保
連
）

薬
剤
料
（
消
毒
薬
）

Q　

外
皮
用
殺
菌
消
毒
剤

の
マ
ス
キ
ン
Ｗ
・
エ
タ

ノ
ー
ル
に
つ
い
て
、
関
節

穿
刺
、
関
節
腔
内
注
射
で

使
用
し
た
場
合
、
薬
剤
料

の
算
定
は
可
能
か
。

A　

算
定
可
能
で
す
。
た

だ
し
、関
節
穿
刺
（
処
置
）

は
薬
価
が
15
円
以
下
の
場

合
は
算
定
で
き
ま
せ
ん
。

ど
ん
こ
の
か
ら
揚
げ
刺
身
定
食

　
　
　
　
　
　（
１
２
９
０
円
）

宮　古　市

と
り
、
ど
ん
こ
の
う
ま
味
が

ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
ポ
ン
酢
醤
油
で

頂
き
ま
す
。
衣
の
油
分
、
ど

ん
こ
の
淡
白
な
風
味
、
ポ
ン

酢
醤
油
の
塩
気
と
柑
橘
類
の

さ
わ
や
か
な
酸
味
が
口
の
中

で
溶
け
合
い
、
至
福
の
ひ
と

と
き
で
し
た
。
海
の
も
の
は

や
は
り
ど
れ
も
味
わ
い
深
く
、

豊
か
な
海
の
幸
に
感
謝
し
箸

を
置
き
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、お
寿
司
、海
鮮
丼
、

麺
類
な
ど
多
く
の
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
り
ま
す
。

2015 年度の医業収入は前年度と比べて

医 科 歯 科

　

２
面
で
も
お
伝
え
し
ま

し
た
経
営
税
務
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

２
０
１
５
年
度
の
医
業
収

入
が
前
年
度
と
比
べ
て

減
っ
た
と
回
答
し
た
先
生

が
約
半
数
で
し
た
。

　

主
な
理
由
は
患
者
数
の

減
少
で
し
た
が
、
医
科
で
は

近
医
の
動
向
が
27
％
、
歯
科

で
は
ス
タ
ッ
フ
減
が
30
％

と
特
徴
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

医
科
よ
り
歯
科
で
ス
タ
ッ

フ
の
影
響
を
大
き
く
受
け

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

３
面
掲
載
の
「
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
発
想
と
ス
タ
ッ
フ

の
成
長
支
援
」（
連
載
記
事
）

を
参
考
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

経
営
税
務
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
よ
り

２
０
１
５
年
度
　
約
半
数
が
医
業
収
入
減

患者数の増減

自費診療の増減

在宅医療体制の変更

診療日数・時間の変更

届出医療・ベット数の変更

投薬日数の変更

スタッフの増減

設備・医療機器の変更

近医の動向

近隣人口の増減・変化

医療制度（窓口負担）の変更

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

93％

96％
22％
20％

20％
9％

20％

7％

7％
30％

4％
27％

13％
20％

17％
13％

医科
歯科

増えた
18％

ＮＡ
2％

減った
45％

変わらない
35％

増えた
23％

減った
50％

変わらない
27％

　
９
月
29
日
㈭
、
盛
岡
の
ア

イ
ー
ナ
で
「
心
の
整
理
術
〜

職
場
で
家
庭
で
使
え
る
、
上

手
な
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
術

〜
」
と
題
し
て
ア
ン
ガ
ー
マ

　
講
師
は
、
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

で
第
一
印
象
研
究
所
代
表
の

杉
浦
永
子
氏
が
務
め
ま
し
た
。

　
杉
浦
氏
は
、
怒
り
は
自
然

な
感
情
で
あ
り
、
身
を
守
る

た
め
の
感
情
で
も
あ
る
と
し

た
上
で
、
問
題
と
な
る
４
つ

の
怒
り
を
指
摘
。
強
度
が
高

い
、
持
続
性
が
あ
る
、
頻
度

が
高
い
、
攻
撃
性
が
あ
る
怒

り
は
問
題
で
、
怒
り
の
正
体

と
怒
る
理
由
、
怒
り
の
性
質

を
知
る
こ
と
で
怒
り
の
連
鎖

を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
、
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
大
事
な
３

つ
の
暗
号
を
紹
介
し
、
や
っ

て
は
い
け
な
い
叱
り
方
、
効

果
的
な
伝
わ
り
方
も
説
明
し

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
ス
タ
ッ

フ
に
対
す
る
怒
り
の
気
持
ち

の
持
ち
方
が
、
良
い
方
向
に

考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
」

「
怒
り
の
分
類
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
仕
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
」「
患
者

さ
ん
を
待
た
せ
て
怒
ら
せ
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
ど

う
す
れ
ば
良
い
か
参
考
に
な

り
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
好
評
で
し
た
。

【
日
　
時
】

２
０
１
６
年
８
月
23
日
㈫

　
19
：
00
〜
21
：
20

【
場
　
所
】

　
盛
岡
フ
コ
ク
生
命
ビ
ル 

会
議
室

【
出
席
者
】

役
員
、事
務
局
併
せ
て
17
名

１
、 

２
０
１
６
年
７
月
期

活
動
報
告
並
び
に

２
０
１
６
年
８
〜
９

月
期
活
動
計
画
が
承

認
さ
れ
た

２
、 

糖
尿
病
の
講
演
会
を

年
１
回
開
催
す
る
こ

と
に
つ
い
て
学
術
文

化
部
で
検
討
す
る
こ

と
と
な
っ
た

理
事
会
だ
よ
り 

８
月

ペアになってロールプレイ

講師の杉浦永子氏
（第一印象研究所代表）

怒
り
の
連
鎖
を
断
ち
切
ろ
う

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
演
会
開
催

ネ
ジ
メ
ン
ト
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
は
、
怒
り
を
後
悔

し
な
い
こ
と
で
、
怒
る
必
要

の
あ
る
こ
と
は
上
手
に
怒
れ
、

怒
る
必
要
の
な
い
こ
と
は
怒

ら
な
い
よ
う
に
な
る
こ
と
で

す
。


